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令和７年９月２９日（月）午後３時００分、豊橋市教育委員会定例会を教育委員会

室において開催し委員を参集す。 

 

出席委員 

 

原 田 憲 一 教育長、中 島 美奈子 委 員、渡 辺 嘉 郎 委 員、 

内 浦 有 美 委 員、西 島   豊 委 員 

 

説明のため出席した職員 

 

豊橋市教育委員会事務局        石 川 和 志  教 育 部 長 

 

鈴 木 大 介  教 育 政 策 課 長 

 

伊 丹 浩 之  学 校 教 育 課 長 

 

加 藤 友 治  教 育 会 館 長  

 

佐 藤   隆  保 健 給 食 課 長 

 

多米田 悟 司  生 涯 学 習 課 長 

 

岡 田 亘 世  美 術 博 物 館 長 

                   

若 子 尚 弘  科 学 教 育 セ ン タ ー 長 

 

吉 川 博 章  自然史博物館長 

 

                  坂 口 錦 也  図 書 館 長 
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議 事 日 程 

 

８月定例会会議録の承認 

８月臨時会会議録の承認 

 

 

１ 議案 

議案第２０号 教育委員会の権限に属する事務の点検評価結果の概要について 

 
２ 報告事項 

（１）豊橋市未来応援奨学金の応募状況について（非公開） 

（２）令和７年９月市議会定例会における一般質問等について 

 
３ 定例会の日程等について
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（教育長） 
それでは、ただ今から、豊橋市教育委員会９月定例会を開催します。 
最初に、会議録署名者の決定をしたいと思います。教育委員会会議規則第

２３条により、私から指名させていただきます。 
今回は、中島委員と内浦委員にお願いしたいと思いますが、ただ今の指名

にご異議ございませんか。 
 

（「異議なし」の声あり。） 
 
（教育長） 

ご異議もありませんので、そのように決定いたしました。 
それでは、議事日程に沿って進めてまいりたいと思います。 
はじめに、「８月臨時会及び８月定例会会議録の承認」ですが、これについ

て何かご意見はございませんか。 
 

（｢特になし｣の声あり。） 
 
（教育長） 

特にご意見、ご質問もありませんので、この内容により公開して参ります。 
それでは、「日程第１ 議案」に移りたいと思います。 
議案第２０号「教育委員会の権限に属する事務の点検評価結果の概要につ

いて」を事務局から説明してください。 
 

（教育政策課長 議案第２０号 説明） 
 
（教育長） 

ただ今の説明についてご意見、ご質問などはございませんか。 
 
（内浦委員） 
  「４ 外部評価結果」として個別に選定されている事業４件はどのように

選定しているのですか。 
 
（教育政策課長） 
  昨年度行った事業の中で特徴的な事業を教育委員会で選定して評価をして

いただいています。 
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（渡辺委員） 
 「外国人児童生徒初期支援コースについて」ですが、現在「みらい東」「み

らい西」「きぼう」の３か所設置されているとのことですが、今後増えそうで

すか。 
 
（学校教育課長） 
 増えるかはわかりませんが、外国人児童の多言語化はひとつの課題になって

います。通訳等の対応ができる人がどこの学校にでもいるわけではありません

ので対応が必要と考えています。 
 
（教育会館長） 
 日本語が通じる保護者であればよいのですが、子ども本人が通訳となるケー

スになると、学校から伝えたい情報が正しく保護者に伝わらない懸念がありま

す。 
 
（西島委員） 
 民間プール等を活用した水泳授業の実施について、財政的な持続可能性につ

いて教えてください。 
 
（教育政策課長） 
 現在の体制を維持していくことは可能と考えていますが、物価上昇等の理由

によりバスの確保が難しくなるという懸念はあります。ただし、学校のプール

を利用するために施設を維持していくよりも、民間プールを活用するほうが経

済的に水泳授業の実施が可能です。 
 
（中島委員） 
 のびるん de スクールの指標「登録児童割合」が、R7 年度の目標 50％に対

して、R3 年度から R6 年度まで 20％台を推移していますが、目標達成に向け

て今後どのようにしていきますか。 
 
（生涯学習課長） 
 引き続き周知・広報活動を行っていきます。ただし、のびるん de スクール

に参加した児童の満足度は非常に高いというアンケート結果もあり、資料に示

された指標だけで事業の評価をすることはできないと考えています。 
 
（内浦委員） 
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 のびるん de スクールはとても良い事業だと思っています。学年が上がるご

とに学業や進路のこともあって、５～６年生の参加が難しくなっていくことも

わかります。今の指標では適切な評価ができないのであれば指標を変更しても

よいと思います。 
 
（西島委員） 
 良い取組で成果も出ているのに、指標だけをみると良くないように見えてし

まっています。この指標はいつでも変更できるものでしょうか。 
 
（生涯学習課長） 

５年に１度見直します。この指標を設定した当時と中身も変わっているので

指標の見直しは行いたいと考えています。 
 
（渡辺委員） 
 「コミュニティ・スクールについて」ですが、市民への周知はどのくらいで

きていますか。 
 
（生涯学習課長） 
 市民への周知も行っていますが、研修を実施するなど学校関係者への伴走支

援を中心に行っています。始まったばかりの取組なので、まずは関係者に理解

を深めていただくことが重要と考えています。 
 
（中島委員） 
 「不登校対策について」ですが、不登校の低年齢化が進んでいるとのことで

よりいっそう幼保との接続が重要だと感じました。園では保健師と連携するこ

ともありますが、学校ではどうですか。 
 
（教育会館長） 
 学校ではスクールソーシャルワーカーが入って話を聞きます。必要に応じて

家庭とココエールを繋ぐなどの対応を行っています。 
 
（渡辺委員） 
 病院では、ケアが必要な高齢者に対して、ケアマネジャーがはじめに話を聞い

て、適切なケアを案内するという仕組みがあります。学校も同じようにできれば

良いなと思います。 
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（教育会館長） 
 学校では生活サポート委員会などをつくって、対応を検討しています。場合に

よっては、ココエールに繋いで支援を受けられるようにしています。 
 
（教育長） 

ほかにご意見、ご質問はございませんか。 
特にないようですので、議案第２０号は原案のとおり決定してよろしいでし

ょうか。 
 

（｢異議なし｣の声あり） 
 
（教育長） 

ご異議もありませんので、議案第２０号は原案のとおり決定いたしました。 
 

次に、報告事項（１）は、豊橋市において今後、調整・検討を要する意思形

成過程の案件であるため、豊橋市情報公開条例第６条第１項第６号の規定によ

り、非公開として行いたいと思いますが、ご異議はございませんか。 
 

（｢異議なし｣の声あり。） 
 

（教育長） 
ご異議もございませんので非公開で行います。 
それでは、報告事項（１）「豊橋市未来応援奨学金の応募状況について」を

事務局から説明してください。 
 

【非公開部分】 
 
（教育長） 

ほかにご意見、ご質問はございませんか。 
それでは、次に報告事項（２）「令和７年９月市議会定例会における一般質

問等について」を、事務局から説明をしてください。 
 

（教育政策課長 説明） 
 
（教育長） 

ただ今の説明についてご意見、ご質問はございませんか。 
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（｢特になし｣の声あり。） 
 
特にないようでしたら、次に「日程第３ 定例会の日程等について」です。

事務局から説明をしてください。 
     

（教育政策課長 説明） 
 
（教育長） 

ほかに何かありませんか。 
ないようでしたら、以上をもちまして、本日の予定を終了いたします。 
ありがとうございました。 
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午後４時００分  閉会 

 

豊橋市教育委員会教育長 

 

委 員 

 

委 員 

 
 


